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【はじめに】　
　私が医学部に入学してからアメリカへの留学は一つの夢でした。医師を志す者として一度は世界屈指の医
療大国を見てみたいという漠然とした思いがあったからです。しかし留学前の私にはその時抱いていた素直
な気持ちとして，アメリカ医療とは某ドラマで見るような「巨大で」「実力至上主義で」そして「到底届か
ない」イメージでした。そもそも海外経験をしたことのない私には英語の壁も高く，アメリカ留学とはとて
も想像できるものではありませんでした。そんな私の留学を後押ししてくれたのは，一緒に留学に行った友
人達であり，彼らなしにはこの留学の成功は考えられません。この留学は私にとって本当に大きな学びの機
会になりました。ひとりの人間としても成長させてもらったと思います。
　こんな英語もままならない私でも行ってよかったと正直に言うことができます。
　前置きが少し長くなりましたが，今回素晴らしい経験をさせて下さった小児科の先生方始め，多くの方々
に感謝の念が絶えません。そして，これから私と同じようにアメリカ留学を考えているものの，不安で少し
二の足が出ない後輩に対してささやかながらアドバイスの気持ちを込めてここに報告させていただきたいと
思います。
【留学のきっかけ】
　私が入学した当時富山大学はアメリカの留学枠を持っていませんでした。「もし留学に行くならアメリカ」
と考えていた私は， 5 年生のとき他の学生たちが留学を考えているさなか，全く関心を示していませんでし
た。そんな時，仲の良かった友人が小児科の先生からアメリカ留学の枠を聞いたらしく，私に話をしてくれ
たことが始まりでした。英語も得意でない私でしたが，友人とだったらきっと楽しい経験ができるに違いな
いと，なかば軽い気持ちでその時は賛成した記憶があります。
【大変な手続き】
　小児科の先生を通じて大方の手続きを省いたとはいえ，留学先の病院とのやりとりは当時の私の想像以上
でした。願書からCVという日本で言う履歴書，書類関係始め，日本でもたいして経験したことのない手続
きが山の様にありました。当時実習をしながらという時間のない中でのやりとりだったこともあり，かなり
ストレスフルなことでした。私たちはアメリカへ同じく留学に行く友人たちとインターネットでやり方を検
索したり，アメリカの学校にいた友人に助言をもらいながら一つ一つこなしていきました。
【出発】
　いよいよ留学先から受け入れをアクセプトしていただき， 4 月からアメリカに渡りました。友人たちはす
でに渡米していたので私一人の飛行機の旅でした。成田からのフライトでしたが，私の搭乗予定だった飛行
機が遅延してしまい，かなり空港で待たされました。最初は軽い気持ちでいたものの，乗り換えする場所が
学生研修レポート 119
すでに外国だと思うと急に不安を感じ，恥ずかしながらガイドブック片手に一人英語の勉強をしていまし
た。初めてひとりで飛行機に乗るのは楽しみこそあれ，不安で押しつぶされそうでした。海外は事前にいろ
んなトラブルを想定しいて行ったほうが良いとつくづく思いました。
【ついにアメリカ】
　さまざまなアクシデントがありましたがついに友人たちとも会え，アメリカに来ることができました。ア
メリカの空は高く青く，なんといっても日本とは異なり広大な土地が印象的でした。私の留学先オハイオ州，
シンシナティは非常に歴史のある土地で南北戦争でも重要な位置を占めました。その影響あってか黒人が多
く住む町で，食べ物や建物も古きアメリカを語っているような場所でした。私たちの留学先シンシナティ子
供病院はそんな土地には少し似つかわしくない近代的な建物で，アメリカ全土でも指折りの大病院でした。
広大な土地を持つアメリカならではの迫力で，病院の大きさだけで圧倒されてしまう。そんな佇まいをして
いました。
【アメリカ医療】
　アメリカの医療の特徴は何といっても，専門分野の細分化と，コメディカル始めチーム医療のバランスの
良さに現れます。私の留学先では特に医師が多かったからか，日本と比較し専門分野の分類が非常に細かっ
たです。本来大学病院では，高度に専門的な技術や知識を持っている医師が患者を紹介される形で診察に至
るべきですが，現在変わりつつあるものの，日本ではファーストタッチがそもそも大学病院で行われるとい
うことが珍しくありません。結果的に日本の医師の労働の負担は，一人が担うには重すぎるものになってい
ます。しかしアメリカの大学病院では，医師は原則その専門分野の病気だけを診察することになります。責
任を一身に担う代わりに一人の医師の負担を減らすこのシステムは「個」という人間を尊重するアメリカ社
会そのものでした。これをもとに，翻って現在の日本のワークシステムに対し「良い」「悪い」の判断を下
すのは短略過ぎますが，オンオフがしっかりしているア
メリカの働き方は学ぶところが大きかったです。またア
メリカではコメディカル達の専門意識が高く，チーム内
での立場がほとんど医師達と変わりませんでした。さら
には回診の時には患者の家族も話し合いに参加し，積極
的に治療プランについて話し合いに参加していました。
日本とは全く異なる光景に最初こそ戸惑いましたが，本
来医師とコメディカル，患者の家族の集団目標はその患
者の病を癒すことであり，対等な関係であるべきです。
そう思うとアメリカの回診でみた光景は医療の一つの理
想の形であり，日本でももっと見習っていい考え方だと
思いました。
【終わりに】
　今回留学して得た経験は，この報告書の枠だけでは語りきれないくらい大きく，深いものでした。「百聞
は一見に如かず」という先人の有名な言葉の通り，実際に見なければ得られないことがこの世には山ほどあ
ります。そしてそれらは少し勇気を出せばほとんどのことが得られるものです。たくさんの時間とたくさん
の協力とたくさんのお金が要りました。でもそれら全部を天秤にかけても今回の留学で得た経験にはとても
かないません。この経験を活かし，良き医師になれるようこれからも頑張りたいと思います。そして次アメ
リカの地に立つときは，また一回り成長し，その肩を並べられるような医師になっていられることを夢に，
さらに勉学に励みたいです。この稚拙な文章を読んで，少しでも興味を持った後輩がいたら，ぜひ勇気を出
してチャレンジして欲しいと思います。
　この度色々な方にお世話になりました。その方々がいなければ今回の経験はあり得なかったです。このよ
うな幸運な機会を下さった先生がた，一緒にアメリカで語らった友人に感謝の気持ちを述べて報告を終わり
たいと思います。本当にありがとうございました。
